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経済産業省「未来の教室」プロジェクト
がGIGAスクール構想に実現を前提にして目指してきたもの

「知る」
（必要な知識）

「創る」
（探究・PBL）

一人ひとりの

「ワクワク」

個別学習計画
学習ログ

データベース

学びの探究化・STEAM化
「覚えて吐き出す」勉強だけでなく、
価値を「創る」ために「知る」学びへの転換

学びの自律化・個別最適化
一人ひとりが自分のペースを作り、主体的に学ぶ
誰一人取り残さず・留め置かない学びへ



「学びの探究化・STEAM化」の究極形は、「総合」や「○○探究」
の時間のみならず、関連する教科の時数・単位も合科されるなど、
必要な十分な時間を用いた学際研究が日々展開されている状態。

中学校標準授業時数を元に作成 (イメージ)
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これが本当に「日本の18歳像」である場合、
教育が一人ひとりの主体性・当事者意識を涵養する場に転換しない限り、
日本は何も解決できず、価値を生み出せない社会になっていくのではないか。



（事例１）広尾学園中学高等学校 医進・サイエンスコース

「中高生がここまでやるか！」
（A群）
■ハダカデバネズミの高分子量ヒアルロン酸を用いたがん細胞の増殖抑制
■モーション最適化理論の構築に向けた二次元投球モーションの筋負担解析
■現象数理学的に考えるCOVID-19における接触を減らすことの意義

（B群）
■老化の進んだ細胞からのiPS細胞作製効率亢進へのアプローチ
■プラナリアのTERTタンパク質の発現パターン解析と寿命獲得メカニズムの解明
■光触媒反応を利用した廃水処理過程における発電及び水素発生システムの高効率化



（事例２） 長野県伊那市立伊那小学校

“大正自由教育”以来の変わらぬ「生活経験と教科の融合」

３年生の教室「もやし
工場」では「バザーで
売れるもやしの大量生
産」に一番良い方法を
模索して、対照実験も
進める

ヤギの小屋づくりも、
この建物には何が大
事で課題は何か（抽
象化の思考）、どう
解決するか（論理的
思考）に溢れる。



（事例３） 南アルプス子どもの村小中学校

中学校でも、教科教育と「主体的に社会課題を探究すること」が両立
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2020年度参加校（全日程をオンライン指導）
北海道 旭川農業高校・倶知安農業高校
徳島県 徳島商業高校・吉野川高校
沖縄県 沖縄水産高校・真和志高校

2025年度に向け、2021年度は全国30余校に

「未来の地球学校」プロジェクト ※「2025大阪関西万博」との接続を意識したプログラム

【ロボティクスプログラム】
・農業実習における草刈り・PH測定・観察
などへのロボット活用

・市営バスにコロナウイルス消毒噴霧装置
・介護用の車いす・自動シャンプーマシン
・魚群探知機能のある水陸両用ドローン 等

【メディアアートプログラム】
・企業HPの作成、席替えアルゴリズム 等
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近海漁業の課題

・漁師は鳥山や潮目を見つけて操業
・沿岸資源に関するデータ不足、
・潮流や水分や塩分濃度も分からない
・魚群を各船が探している効率悪い
・ベテランの勘と経験頼み

⇒若い世代はなかなか入りづらい

水陸両用ドローンは存在するが
「魚群探知機能」がついていない

スマホやタブレットで確認できる
ようになったら？？
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リアルタイムで
国境を越えて、
英語で議論する

リアルタイムで
ライブを聴く
場に集まり議論する

「オンデマンドかリアルタイムか」「対面かデジタルか」
不毛な二項対立は止めて「組み合わせ」にすれば良い話

オンデマンドで
MOOCやドリルで知識習得

オンデマンド

リアルタイム

デ
ジ
タ
ル

対
面

オンデマンドで
職員室に質問しに行く
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⚫ 「誰もがそれぞれ満足できるビュッフェ」のような学校教育は、DXによって実現できるのではないか。
（「誰もがみな満足できる定食」を作るのは諦めるのが重要ではないか）

教育DXは、学習資源の「組み合わせ」を容易にする変革

○○

MEXCBT
（学力診断）

デジタル
教科書

副教材の
EdTech

教員作成
教材

Aさん（中３）の学習ログと個別学習計画
（彼女のPDS:パーソナル・データ・ストア）
※自分の認知特性などの自己認識にも使う

サード・プレイスや学習塾と共有保護者と共有 学校と共有

あらゆるEdTech教材の、あらゆる動画や演習問題にも
「学習指導要領コード」「単元コード」が振られて「データ連携」されるなら、
様々な教材の「組み合わせ」による学習管理が容易になる。自分の認知
特性や家庭環境など重要な機微情報の扱いもカギになる。

「個別学習計画と学習ログ」のイメージ教育DXによる「組み合わせ自在な学習環境」のイメージ

時間の使い方のルール（標準授業時数、単元の該当学年、学年制・単位制の区分など）

居場所選択のルール（全日制・通信制・定時制、普通科・専門学科・総合学科の区分など）

教材選択のルール（デジタル教材／紙教材、リアルタイムの体験／オンデマンド動画の視聴）

指導者・支援者選択のルール（オンライン／対面、財政負担する教職員の定義）

「時間配分」を生徒が指導者と決める

「居場所」を選択・組み合わせ

「教材」を選択・組み合わせ

「指導者・支援者」を選択・組み合わせ
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「学びの探究化・STEAM化」

（出所）経済産業省「産業構造審議会 教育イノベーション小委員会 事務局資料」を基に経済産業省が作成。

制作：ブリタニカジャパン
×東京大学生産技術研究所・産業技術総合研究所・
NEDO・筑波大学附属中学校

（掲載例）最先端研究を通じたSTEAM探究

モビリティの調和 スマートハウス
バイオ

ハイブリッド
ドローン

バイオジェット
燃料

風力発電 自動運転 水素 高耐久の偏光材

心地よさの探究

長寿命Oリング

介護用ロボット 活性汚泥の微生物トンボの
紫外線特性

ベジミート

ベジミート - 植物肉の可能性 -
制作：ブリタニカ・ジャパン株式会社
×筑波大学附属中学校

理科、家庭科、歴史、政治経済など教科を結びつけて、植物肉市場の現状と今後を考える。

ベジミート：なぜ植物肉が求められているのか
• 植物を中心とした食事と代替肉（特に植物肉）の急速な普及について分析する。確立された
一連の基準を用いて、植物肉のサンプルを評価する。植物肉を提供するレストランを成功さ
せるための初期計画を作成する

コマ例
①

ベジミート：環境と経済への影響
• 植物肉産業について詳しく調べ、植物肉を作るプロセスと、現在使用されている植物肉の生
産技術、また今後期待される生産技術を特定し、説明する。様々な生産方法を評価する。

コマ例
②

ベジミート：肉を使わないビジネスのアイデア
• 植物肉を提供するレストランの開業にあたって、考慮すべき社会面・環境面の主な要因を見
つけ出す。事業計画を作成する際に、各ステークホルダー（利害関係者）の立場を考慮する
ことの大切さを検討する。レストラン開業における障害を乗り越えるための方法を考える。

コマ例
③

日本語版：

英語版：

・サイト上で、探究テーマについての入門
動画コンテンツを選び、無償視聴可能

・指導プランやワークシートも掲載
・深堀りした探究を進める上での外部参
考サイトへのリンク等も掲載

STEAMライブラリー



（参考）社会課題と教科をむすぶイメージ
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